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文
化
現
象
の

凝

集

作

用

( 

) 

'恒

恭

藤

緒

ーささト
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本
論
議
第
十
人
容
第
二
税
所
哉
の
拙
稿
、
「
政
治
現
象
の
本
質
」
の
中
で
、
判
私
は
次
の
如
、
品
川
、
考
へ
を
逃
ペ
化
。

|
|
『
栓
積
の
文
化
現
象
を
通
じ

τ、
次
の
や
う
な
事
質
が
経
験
的
に
翻
取
さ
れ
る
o
|
|
同
一
の
禰
別
に
崩
す

る
文
化
現
象
の
一
切
は
、
論
理
的
に
槻

τ、
そ
の
文
化
現
象
に
特
有
な
る
本
質
的
風
性
を
具
備
す
る
の
で
な
げ
れ

ば
、
恰
も
そ
の
特
殊
の
和
別
に
麗
す
る
文
化
現
象
ご
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
ご
を
得
な
い
。
か
や
う
な
論
現
的
要
求

は
如
何
な
る
経
験
的
事
貨
に
よ
っ
て
も
動
か
苫
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
或
る
特
殊
の
文
化
現
象
ご
し

て
成
h
立
つ
錦
に
要
求
さ
れ
る
僚
件
を
満
足
じ
具
備
す
る
ご
こ
ろ
の
個
々
の
現
象
が
、
五
日
々
の
知
覚
L
得
る
質
在

要
素
を
支
盤
己
し
て
艇
防
相

ω
世
界
の
内
面
に
お
い
て
事
質
的
に
殺
生
す
る
態
様
を
観
察
す
る
己
き
は
、
或
る
限
ら

れ
た
範
閣
の
現
象
に
お
い

γτ
は
、
其
れ
を
し
て
特
定
の
精
類
の
文
化
現
象
正

Lτ
成
立
し
得
古
せ
る
Z
-
】
ろ
の
論

理
的
要
素
が
、

そ
れ
の
把
捉
を
可
能
な
ら
し
め
る
賓
在
要
素
ご
の
開
聯
に
お
い
て
極
め
て
朋
隣
に
、
極
め
T
純
粋

論

叢

第

披

ji 

第
二
十
宜
容

t 
大

文
化
現
象
白
峰
集
作
用
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文
化
現
象
白
凝
集
作
用

第

鵠

に
あ
ら
は
れ
る
。
之
に
反
し
て
、
他
の
範
閣
の
現
象
に
お
い

τ
は、

さ
う
し
た
特
別
の
事
貨
が
糊
取
さ
れ
争
、
殊

に
其
か
な
h
厳
い
錨
閣
に
わ
た
っ
て
、
現
象
を
成
り
立
た
し
め
る
賞
在
要
素

ω性
朕

ω影
響
の
た
め
に
、

そ
の
現

象
の
論
理
的
性
放

ω
把
捉
が
著
し
く
困
難
ピ
な
っ
て
ゐ
る
ニ
己
が
制
取
苫
れ
る
の
で
ゐ
る
。

か
や
う
な
普
遍
的
事

賞
h
V
L

各
純
の
文
化
現
象
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
事
は
、
他
凶
機
曾
に
お
い

τ試
み
た
い
w

ご
思
ふ
の
で
あ
る
が
|
|

品
育

英
れ
を
ば
「
文
化
現
象
の
凝
爽
傾
向
」
叉
叫
「
文
牝
現
象
的
凝
栄
作
用
」
己
よ
京
事
ご
す
る
」
。

爾
来
、
個
人
的
事
情

ωた
め
に
、
今
日
に
至
る
ま
で
右
の
や
う
な
試
み
を
賀
行
す
る
こ
ご
が
出
来
な
か
っ
た
o

而
L
τ
右
内
所
設
に
お
い
て
問
題
ご
し
た
事
柄

ι
っ
き
私
は
未
に
満
足
な
る
珂
解
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い

り
れ
げ
と
、

現
在
考
へ
て
居
る
所
士
一
勝
以
下
に
論
越
L
、
以
て
右

ω所
設
に
お
り
る
言
明
に
謝
し
て
不
十
分
な
が

ら
も
そ
の
責
を
刑
訴
す
-
回
ぜ
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
。

考

察

の

出

俊

貼

ネ

経
験

ω封
象
た
る
ご
唱
」
ろ
の
物
E
事
件
、
叉
は
物
象
Z
事
象
ご
を
綿
綿
し

τ、
現
象
ξ
よ
ぴ
時
期
が
る
意
味
に

お
げ
る
現
象
を
以
て
考
察
の
艶
象
と
す
る
ご
守
}
ろ
の
科
事
を
、
経
験
科
凪
T
Z
呼
ぶ
事
ご
す
る
。

経
験
科
事
は
分
類
の
棋
準
e
f
回
去
に
す
る
に
よ
ら
幾
品
開
に
も
分
類
し
得
ら
れ
る
筈
で
ゐ
る
が
、
率
問
的
貫
一
要
性
を

有
す
る
分
類
の
仕
方
は
比
較
的
に
少
数
に
錫
す
る
。
を
の
一
つ
ご
し
て
、
経
験
科
棋
を
自
然
科
皐
古
人
文
科
事
正

判I者「個値&丈什現象Jp. ，84-l85帯同
fJ，l晶と.......;.詰四期かる '11拙は、軒臨干寺号1的且池において寄ら粧蹴的事識を硯
晶とよぷ川tょにIじす札口、より正むき:ij.'.戒において此前古川1ひるもの亡ある、
また仔ll-----It'岨象字的見J也において先臨時針串をも剖畠山純悶に且抗せL.o;/'
用品目比すれば、 よりま-き志主におい C此請を用ひるも由てある。
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仁
一
分
類
す
る
仕
方
が
ゐ
ゐ
。

斯
か
る
品
川
類

ω仕
方
に
お
い
て
、

主
d
司
市
山

T
証
f
且
F

象

T
示
制
作

3
4
B笥
4

文
化
科
事
、

枇
曾
科

挙
、
目
的
科
率
、

人
文
科
卒
は
、

人
事
科
血
平
等
山
名
穏
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
場
合
も
ゐ
る
G

こ
れ
に
照
臆
し
て
、

自
然
科
準
的
考

内
丹
市
品
剖
象
た
る
自
然
現
象
ご
の
調
立
に
お
い
て
、
人
文
科
部
十
の
考
察
謝
象
た
る
人
文
現
象
は
、
精
神
現
象
・
文
化
現

象
、
世
曾
現
象
、
目
的
現
象
、
人
事
現
象
等
の
名
砕
を
あ
た
へ
ら
れ
る
o

比
μ
ら
の
諸
名
柿
酬
の
中
で
い
づ
れ
が
最

も
通
蛍
で
あ
阜
か
ご
一
五
ふ
こ
ぷ
は
、
十
分
な
る
吟
味
を
有
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
弦
で
は
し
ば
ら
く
此
問
題
仁
は

胸
れ
る
こ
ご
な
f
、
「
緒
言
』
仁
引
用
し
た
拙
稿
中
の
用
訴
を
拙
相
続
L
て
、
文
化
科
皐
及
び
文
化
現
象
な
る
名
郡
を

使
用
す
る
事

Z
L
た
い
。

な
ほ
亦
、
自
然
科
皐
さ
文
化
科
苧
己
の
区
別
は
、
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
か
、
如
何
な
る
意
味

に
お
い
て
根
懐
古
畑
h
t
3
れ
る
炉
ぜ
云
ム
問
題
に
つ
い
て
も
、
蕊
で
は
立
ち

λ
つ
T
考
究
す
る
こ
正
を
鋳
苫
歩
、

只
こ
の
問
題
に
閲
す
る
私
の
見
仰
を
約
言
す
れ
ば
|
|
丈
化
科
皐
は
経
験
的
貿
在
の
世
界
ケ
以

τ人
類
の
努
力
に

よ
る
諸
々
の
痕
備

ω質
現
、
保
存
及
び
後
民
の
地
盤
己
規
、
斯
か
る
見
鮎
か
ら
経
験
的
質
在
の
世
界
の
様
相
を
認

識
す
る
こ
ご
を
目
的
ご
す
る
。
之
に
反
し
て
、
自
然
科
事
は
斯
か
る
人
類
の
努
力
己
の
交
沙
を
ば
閥
心
の
範
囲
の

外
じ
置
さ
っ
、
、
経
験
的
資
在
的
世
界

ω様
相
を
認
識
す
る
こ
ご
を
目
的
己
す
る
。
そ
れ
故
、
文
化
現
象
は
必
す

や
其
裡
に
諸
々
の
碩
他
の
賞
現
、
保
存
、
後
肢
の
矯
に
す
る
人
類
の
努
力
叉
は
活
動
の
内
容
ご
形
態
ピ
を
碇
接
又

は
間
接
に
反
快
す

ιも
の
ぜ
考
へ
ら
れ
る
に
反
L
て
、
自
然
現
象
は
斯
か
る
旨
也
、
新
が
る
色
彩
を
示
す
も
の
E

第

腕

t 

論

叢

文
化
現
哉
の
凝
集
作
川

第
二
十
五
巻

ハ‘

L
科
大
ら

ず
然
、
あ

ι自
が
て

は
、
い
る

志
i

と
な
れ

概
る
て
ら

訪
へ
様

h

る
か
一
ひ

れ
ひ
は
百

き
ュ
斤
草
と

退
。
越
の

代
日
V

る
も

で
た
れ
る

つ
は
ら
す

上
で
め
存

に
け
し
が

れ
わ
せ
岬

そ
る
J
L

且

g
e
t
-
Z
 

、
民
M
r
F
B
M
W

に
て
が
揃

告
れ
と
訟

坊
さ
唱
方

る
〆
一
科
る

れ
拠
臓
な

ら
で
糾
泊

。
い
る
共

用
お
訓
に

が
に
に
間

利
時
国
平
川

名
意
科
て

の
の
拙
い

b
一
白
お

れ
同
と
に
。

こ
も
県
世
う

効
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I
玉
谷

入

第

抗

入

は
認
め
ら
れ
な
い
1
0

諸
々
の
文
化
科
撃
に
よ
っ
て
詔
識
さ
れ
る
劉
象
の
範
図
を
お
し
な
べ
て
文
化
の
世
界
正
名
づ
け
、
之
を
自
然
科

準
じ
ょ
っ

τ認
識
さ
れ
る
自
然
の
世
界
に
封
立
せ
し
め
、
瓦
に
、
各
制
の
文
化
科
事
の
考
察
謝
象
た
る
各
稲
の
文

化
の
世
界
を
特
に
文
化
領
域
記
名
つ
け
る
な
ら
ば

1
1幕
開
の
世
界
に
お
い
て
特
殊
の
文
化
科
事
の
成
立
じ
て
ゐ

る
場
合
に
は
、
山
市
に
之
に
謝
聴
し

τ、
文
化
の
世
界
山
中
に
特
殊
の
文
化
傾
城
が
存
立
す
る
筈
で
あ
る
ο

-
}
の
立

一
再
の
逝
は
必
宇
し
も
岡
県
で
な
(
、
特
殊
の
文
化
傾
城
が
現
貨
に
存
立
し
て
ゐ
な
が
ら
、
之
に
樹
臆
す
る
特
殊
の
文

化
科
凪
干
の
成
立
し
て
居
な
い
場
合
は
有
b
得
る
け
れ
ど
・
し
か
も
特
殊

ω文
化
科
皐
は
常
に
特
殊
の
文
化
領
域
己

の
平
行
に
お
い

τの
み
成
h
立
つ
も
の
己
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
宗
教
問
中
、
言
語
卒
、
経
憐
血
平
等
の
文
化

科
撃
の
成
主
は
、
宗
徴
的
、
言
語
的
、
経
済
的
等
の
文
化
領
域
の
存
立
正
相
候
つ
が
如
〈
で
あ
る
。

各
磁
の
文
化
領
域
が
互
ひ
に
他
か
ら
国
別
苫
れ
つ
、
獅
立
の
領
域
ご
し
て
存
在
す
る
の
は
.
立
(
中
に
包
合
苫
れ

る
伝
桶
の
文
化
現
象
が
そ
れ

J
、
‘
凋
自
の
構
造
E
性
状
Z
を
有
す
る
事
に
図
品
の
で
ゐ
る
が
ト
ー
し
か
も
諸
々

ω一文

化
領
域
が
相
互

ω聞
に
密
接
な
る
内
面
的
閥
聯
を
有
L
・
相
合
し
て
統
一
的
な
る
文
化
の
世
界
を
形
成
す
る
所
以

は
旨
議
冊
閣
の
文
化
現
象
が
封
象

t
し
て
具
有
す
る
所
の
素
材
の
共
通
性

叉
は
諸
種
の
文
化
領
域
が
謝
象
の
陛
芥

ご
し
て
立
脚
す
る
所
り
地
盤
の
共
通
性
に
求
め
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
個
々
の
文
化
科
事
の
立
場
か
ら
し
て
は
、
側

々

ω文
化
領
域
は
互
ひ
に
他
仁
侍
存
す
る
こ
正
な
〈
狗
主

ω存
在
を
保
つ
も
の
正
規
ら
れ
る
り
れ
ど
、
各
仰
の
文

• 
， • -~ ~‘ 



化
科
剛
宇
の
基
礎
、
全
慨
ご

L
て
の
文
化
科
事
の
基
礎
、
又
は
文
化
科
卒
一
般
の
基
礎
を
考
察
す
る
皐
問
の
立
場
か

ら
は
、
諸
々
の
文
化
領
域
は
相
合
し
て
一
一
仰
の
文
化
の
世
界
を
形
成
し
っ
、
、
共
同
の
質
在
的
地
盤
に
立
脚
す
る

も
の
ご
思
惟
さ
れ
る
究
第
で
め
る
o

し
か
ら
ば
、
斯
か
る
共
同
の
地
盤
の
上
仁
、
如
何
な
る
仕
方
で
側
々
の
文
化

問
削
域
は
成
立
す
も
の
で
あ
る
か
?

斯
か
る
共
通
の
素
材
か
ら
し

τ、
如
何
に
し
て
種
々
の
文
化
現
象
は
形
成
苫

れ
る
の
で
み
の
る
炉
?

り
れ
ど
も
、
斯
〈
悶
ム
場
合
に
は
、
側
々
の
文
化
現
象
が
相
互
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

他
か
ら
嵐
別
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
事
が
、
前
相
証
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
前
提
は
如
何
に
し
寸
可
能
ピ
き
れ
る
か
?

例
へ
ば
、
宗
殺
現
象
の
一
群
正
義
術
現
象
の
一
群
Z
が
相
異
な
る
も
の

Z
し
て
他
か
ら
隠
別
さ
れ
る
の
は
、
諸

々
の
宗
教
現
象
が
宗
敬
現
象
ピ
し
て
は
同
一
の
本
質
を
有
L
、
議
術
現
象
に
つ
い
て
も
同
保
ピ
か
ら
で
あ
る
。
す

な
は
も
、
吾
々
は
宗
数
現
象
及
び
惑
術
現
象
の
本
質
の
何
た
る
か
を
知
っ
て
居
る
か
ら
こ
そ
、

一
群
の
現
象
を
以

ー
、
或
は
白
川
数
現
象
午
b
z
判
断
し
、
或
は
義
術
現
象
な
h
，

Z
判
断

L
得
る
筈
で
あ
る
。

L
か
も
、
蹴
っ
て
宗
教

現
象
又
は
装
術
現
象
山
本
質
の
何
た
る
か
を
明
か
に
す
る
錦
に
は
、
宗
教
現
象
た
る
一
個
又
は
一
群
の
現
象
、
叉

は
義
術
現
象
た
る
一
佃
又
は
一
群
の
現
象
を
捉
へ
来
つ

τ、
共
中
に
合
有
吉
れ
て
ゐ
る
宗
致
現
象
の
本
質
又
は
義

術
現
象
の
本
質
に
着
服
す
る
の
途
に
出
づ
る
外
は
無
い
。
而
し
て
北
(
際
・
捉
へ
来
っ
た
一
仰
又
は
一
一
群
の
現
象

が
、
異
に
宗
数
現
象
た
り
又
は
婆
術
現
象
た
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
質
の
捻
出

ω
目
的
を
達
し
得
な
い
こ
ご

は
明
白
な
事
理
で
あ
る
。

λ 
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此
れ
ら
の
こ
慌
の
要
求
は
互
ひ
に
他
を
前
提
す
る
も
の
で
ゐ
b
、
解
〈
可
か
ら

F
Z
矛
盾
を
成
す
が
の
如
く
思

は
れ
る
け
れ
ど
、
共
れ
は
、
論
理
的
閥
聯
正
事
質
的
関
聯
正
の
交
錯
に
お
い
て
現
れ
る
表
見
的
矛
盾
で
あ
っ

τ、

異
質
の
矛
盾
た
る
も
の
で
は
な
い
。

各
穂

ω文
化
現
象
の
本
質
の
認
識
は
、
膝
史
的
批
曾
的
に
或
る
和

ω文
化
現
象
正
し

τ奥
へ
ら
れ
て
居
る
所
の

品
有

も
の
、
内
容

ω分
析
、
批
判
か
ら
出
品
回
す
る
。
ヲ
ぞ

ω結
川
市
、
若
L
も
其
現
象
の
本
質
に
つ
い
て
正
賞
な
る
認
識
に

到
達
し
た
な
ら
ば
、
斯
か
る
認
識
の
見
地
か
ら
最
初
の
出
品
田
貼
を
振

h
一
巡
っ
て
阿
見
て
、
其
蕗
で
或
る
一
個
又
は
一

群
的
現
象
を
約
定
的
に
A
な
る
丈
化
現
象
な
り
ご
し
て
捉
へ
鵡
ゆ
っ
た
こ
己
が
、
言
ひ
換
へ
る
吉
、
共
蕗
で
A
の
本

質
に
閲
す
る
明
瞭
且
つ
十
分
な
る
自
党
触
し
に
戒
る
現
象
を
A
な
り
ご
し
て
捉
へ
来
っ
た
こ
ご
が
、
決
定
的
に
正

常
な
る
仕
方
で
あ
っ
た
え
同
顧
的
仁
、
追
認
的
に
判
断
品
れ
る
次
第
で
ゐ
る
o

初
め
に
、
枇
曾
的
隆
史
的
に
A

な
る
文
化
現
象
ご
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所

ωも
の
な
考
察
の
封
象
正
し
て
選
び
出
す
の
は
‘
事
質
的
、
暫
定
的

意
義
仁
お
り
る
織
品
品
川
り
範
囲
り
限
定
で
ゐ
る
。
そ
し
て
斯
か
る
事
質
的
限
定

ω
蛍
小
蛍
を
論
理
的
見
地
か
ら
批
判

す
る
作
業
は
、
問
題
た
る
現
象
り
本
質
を
把
握
す
る
作
業
ご
互
ひ
に
漣
賠
し
1
錦
苫
れ
な
け
れ
ば
な
ら
見
。

成
る
柿
訴
の
文
化
現
象
の
本
質
の
認
識
は
、
何
が
歴
史
凶
枇
曾
的
に
そ
の
時
類
の
文
化
現
象
ご
さ
れ
て
居
る
か

ご
い
ふ
事
質

ω吟
味
セ
以

τ、
第
一
の
過
秘
ご
す
る
ニ
ご
を
要
す
る
。
言
ひ
換
へ
る
ご
、
文
化
現
象
的
本
質
を
問

題
す
正
る
に
首
う
て
は
、
文
化
の
世
界
が
人
類
の
俸
史
的
一
枇
曾
的
生
活
の
所
産
で
あ
る
ご
云
ふ
根
本
的
制
約
を
十

副l掲拙著 p.17O目下豊町i吾e
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分
仁
念
頭
に
置
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

そ
れ
を
無
視
し
て
、
委
〈
恩
曲
神
的
仁
先
天
的
に
問
題
を
考
察
す
る
ど
云
ム

こ
ご
は
、
意
味
を
成
苫
泊
。

次
に
、
歴
史
的
批
曾
的
に
A
B
C
等
の
文
化
現
象
ご
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
に
着
服
し
、
個
々
の
A
B
C
等
の

文
化
領
域
を
通
概
す
る

Z
き、

そ
れ
ら
め
文
化
領
域
的
各
者
の
内
部
に
お
い
て
文
化
現
象
が
一
様
な
る
放
態
に
お

い
て
興
へ
ら
れ
て
居
な
い
事
官
に
嘗
而
す
る
。
文
化
現
象

ω凝
集
作
用
の
問
題
処
斯
か
る
事
賞
ゆ
認
識
に
関
聯

し
て
西
宮
生
ず
る
o

そ
し
て
、
文
化
現
象

ω凝
集
作
用

ω
見
貼
を
把
握
す
る
-
』
芭
は
、
文
化
現
象

ω本
質
の
認
識
の

た
め
の
第
二
過
程
を
成
す
も
の
記
、
割
払
は
思
惟
す
る
o

以
下
の
所
設
に
お
い
て
、

ヨ
』
印
鮎
を
明
か
な
ら
し
め
皮
い

正
忠
ふ
。

文
化
現
象
仁
閲
す
る
常
識
的
概
念
の
重
要
性

文
化
現
象
の
本
質
の
認
識
に
闘

L
・
前
節
に
お
い
1
ニ
つ
め
僚
件
を
血
中
示
し
た
が
、
第
二
の
僚
件
は
第
一
の
依

件
の
肯
定
か
ら
し
て
導
き
出
さ
れ
ゐ
所
で
め
る
G

従
う

τ問
題
の
考
察
は
、
第
一
の
侠
件
が
肯
定
吉
れ
る
理
由

ω

吟
味
か
ら
出
品
田
し
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

文
化
現
象
の
本
質
を
認
識
せ
む
と
ず
る
に
常
h
、
何
故
に
歴
史
的
枇
曾
的
に
承
認
古
れ

τゐ
る
所
の
も
の
を
手

が
か
k

リ
正
す
る
事
を
必
要
正
す
る
か
?

|
|
此
事
た
る
、
文
化
現
象
の
一
般
的
、
根
本
的
構
誌
に
基
闘
す
る
。

論

鑑

文
化
現

ao磁
集
作
用
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y、
占，、

文
化
科
拳
は
、
経
験
科
卒
の
一
一
保
別
で
あ
る
以
上
、

一
定
の
限
度
に
お
い
て
自
然
科
事
正
同
一
の
諸
制
約
に
服

す
る
o

た
ご
へ
ば
、
認
識
主
観
ご
認
識
客
観
ご
し
て
の
経
験
的
調
象
ご
の
野
立
、
認
識
作
用
に
よ
る
此
謝
立
の
統

一
、
斯
か
る
作
用
に
よ
る
経
験
的
認
識
の
成
立
さ
云
ふ
如
き
制
約
は
、
文
化
科
皐
た
る
ご
自
然
科
血
中
た
る
z
e
T
悶

は
示
、

一
般
に
経
験
科
皐
の
成
h
立
つ
錦
の
根
本
的
制
約
を
成
す
。
文
化
科
準
的
認
識
は
、
斯
か
る
松
本
的
制
約

に
加
へ
て
、
英
れ
に
特
有
な
る
制
約
を
も
っ
事
に
よ
り
経
験
科
凪
干
の
特
殊
の
部
門
正
し

存
立
す
る
。

科
準
的
認
識
仁
お
い
て
認
識
主
観
た
ゐ
の
は
、
現
貨
に
は
側
々
の
事
者
で
あ
る
が
、
文
化
科
事
の
場
合
に
は
、

認
識
調
象
の
側
に
認
誠
主
凱
ご
し
て
の
事
者
ご
同
一
の
精
紳
的
機
能
を
省
す
る
勤
象
・
卸
も
人
聞
が
現
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
品
偶
者
の
精
神
的
機
協
が
文
化
科
率
的
樹
象
の
構
成
其
者
に
つ
い

τ重
要
な
る
役
制
を
勤
め
る
。
自
然

科
皐
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
其
封
象
は
人
聞
の
活
動
全
侠
ロ
?
し
て
自
然
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の

Z
し
て
現
れ

る
o

ま
た
或
る
椛
の
自
然
科
撃
仁
お
い
γ

て
、
制
割
品
部
の
形
成
の
上
に
人
間
の
活
動
が
影
響
を
及
ぼ
す
ご
親
ら
れ
る
場

合
に
も
、
考
察

ω興
味
は
恰
も
其
駄
に
は
存
せ
子
、
人
間

ω活
動
も
他
の
一
切
の
自
然
的
運
動
正
岡
一
の
見
地
に

お
い
て
考
察
さ
れ
る
の
然
る
に
丈
化
科
準
の
場
合
に
は
、
認
識
主
制
ご
し
て
の
皐
者
ご
同
一
の
精
神
的
機
能
を
も

つ
所
の
人
間
が
謝
象
の
世
界
に
現
れ
、
謝
象
の
世
界
の
形
成
に
直
接
の
影
響
を
奥
へ
る
の
で
あ
h
、
且
つ
正
に
斯

か
る
作
用
を
笹
む
主
飽
ご
し
て
の
資
格
に
お
い
て
認
識
主
視
の
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
。
此
事
た
る
、

一
方
に
お

い
て
は
、
準
者
自
身
が
、
認
識
主
槻
ご
し
て
は
文
化
的
謝
象
の
世
界
に
調
立
す
る
も
の
で
あ
h
な
が
ら
、
人
聞
記

• 
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Lτ
は
文
化
的
謝
象
の
世
界
の
内
面
に
自
己
の
存
在
を
託
せ

Y
る
を
得
な
い
こ
Z
を
意
味
す
る
。
他
方
に
お
い
て

は
、
認
識
鵠
象
の
側
に
現
れ
て
、
其
活
動
及
び
其
活
動
の
所
産
を
客
観
的
に
認
識
Z
れ
る
所
の
人
間
其
者
は
、
立

場
を
後
へ
る
な
ら
ば
認
識
主
凱
ご
し
て
の
串
者
の
立
場
に
立
も
能
ふ
ば
か
b
で
な
(
、
或
る
意
味
仁
お
い
て
又
は

或
ゐ
判
何
度
に
お
い
u

て
、
相
到
品
部
の
世
界
其
者

ω内
阿
仁
お
い
Y

て
皐
閥
的
態
度
正
岡
様
な
る
又
は
類
似
の
態
度
を
執
h

得
ゐ
こ
ご
を
怠
昧
す
る
G

該
で
は
、
此
他
恨
の
方
面
が
主
ご
し
て
吾
々
の
興
味
を
惹
〈
。

調
は
ゆ
る
常
識

ω立
場
は
、
文
化
科
牟
的
掛
品
部
に
闘
し
て
は
、
認
識
主
翻
ご
し
て
の
問
中
者
の
立
場
己
認
識
封
象

記
し
て
の
人
聞
の
立
場
芭
の
交
錯
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
立
場
で
あ
る
o
其
れ
は
、

一
面
仁
は
・
率
者
的
立
場
ご
共

過
す
る
方
向
を
有
O
E
同
時
に
、
他
面
に
は
、
質
際
生
活
に
お
り
る
人
間
の
立
場
、
質
行
的
立
場
其
者
を
も
内
い

合
ん
で
ゐ
品
。
勿
論
、
文
化
現
象
に
つ
い
て
の
み
な
ら
宇
、
自
然
現
象
に
つ
い
て
も
亦
常
識
は
成
り
立
つ
。
し
か

し
な
が
ら
自
然
現
象
の
場
合
に
は
、
常
識
は
文
化
現
象
の
場
合
に
お
り
る
如
き
ニ
様
の
立
場
叫
交
錯
性
を
示
さ
な

ぃ
。
換
言
す
れ
ば
、
自
然
現
象
に
つ
い
て
の
常
識
は
、
根
本
に
お
い
て
率
問
的
認
識
吉
一
致
せ
る
立
場
に
立
つ
も

の
で
め

b
、
常
に
認
識
主
槻
り
側
に
立
た
む
さ
す
る
。
唯
、
常
識
の
立
場
は
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
閥
的
段

ww 

階
に
ま
で
昇
っ
て
ゐ
な
い
だ
り
の
差
迭
を
存
す
る
仁
過
ぎ
ぬ
。
之
に
反
し
て
、
文
化
現
象
に
つ
い
て
の
常
識
は
、

認
識
主
制
酬
の
立
場
に
お
い
て
獲
得
Z
れ
る
所

ω文
化
現
象
に
闘
す
る
理
解
を
示
す
ご
共
に
、
文
化
現
象
其
者
の
形

成
・
酷
官
M

肱
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
文
化
現
象
の
形
態
及
び
性
放
の
裡
に
常
識
の
反
射
的
内
容
が

一A
七

第

腕

叢
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凱

四

翻
取
さ
れ
る
場
合
を
存
す
る
の
で
あ
る
。
斯
〈

τ、
文
化
現
象
に
闘
し
て
は
、
常
識
は
自
然
現
象
の
場
合
よ
ち
は

一
層
複
雑
な
る
地
位
に
立
も
、
科
皐
的
認
識
ご
の
闘
係
に
お
い
て
一
一
唐
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。

自
然
科
挙
的
認
識
ピ
離
も
自
然
現
象
に
閥
す
る
常
識
的
理
解
す
な
は
も
常
識
的
概
念
を
考
慮
の
中
に
入
れ
る
。

たい
V

此
場
合
に
は
、
常
識
的
蹴
念
そ
の
者
が
自
然
現
象
の
中
に
構
成
分
子
ご
し

τ織
b
込
ま
れ

τ居
る
ご
い
ふ
様

な
考
ヘ
方
は
、
意
味
を
成
き
泊
。
自
然
現
象
に
闘
す
る
常
識
的
概
念
の
構
成
の
上
に
、
費
際
生
活
に
お
い
て
人
間

が
自
然
的
事
物
E
交
捗
し
接
制
す
る
こ
ピ
に
よ
っ
て
受
付
る
印
象
が
重
大
な
る
意
義
を
も
っ
事
は
、
言
ふ
迄
も
な

い
り
れ
ど
、
斯
〈
し

τ構
成
さ
れ
た
常
識
的
蹴
念
が
爾
後
自
然
現
象
丑
の
者
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
ご
は
考
へ

ら
れ
泊
。
し
か
る
に
賞
際
生
活
に
お
い
て
人
闘
が
文
化
的
事
物
己
交
渉
L
接
絢
す
る
ピ
き
、
人
間
は
葉
健
文
化
の

世
界
の
中
に
主
ち
、
自
分
み
づ
か
ら
文
化
現
象
の
一
円
J
E
し
t
存
在
す
る
の
で
め
る
o

是
し
て
人
聞
が
文
化
的
事

物
に
つ
き
常
識
的
概
念
を
構
成
す
る
・
』
E
自
健
も
亦
、

や
は

b
一
の
文
化
現
象
で
あ
b
、
従
っ
て
一
定
の
常
識
的

概
念
の
構
成
は
、
そ
れ
の
構
成
き
れ
な
か
っ
た
場
合
ご
は
異
な
る
形
態
を
有
す
る
所
の
文
化
現
象
の
構
成
を
促
す

傾
向
を
も
っ
E
言
は
古
る
を
得
な
い
。
文
化
科
事
的
認
識
芭
て
も
歴
史
的
事
賞
己

Lτ
見
ら
れ
る
限
h
に
お
い
て

は
、
文
化
現
象
の
一
一
概
た

b
、
文
化
の
世
界
の
一
構
成
要
素
た
る
こ
ご
に
・
お
い
て
、
文
化
的
常
識
ご
何
等
異
な
る

所
は
な
い
。
唯
・
文
化
科
事
的
認
識
が
血
中
間
的
認
識
た
h
得
る
翁
に
充
す
可
き
僚
件
の
一
円
J
Z
L
て、

個
々
の
現

質
的
認
識
主
観
が
一
定
の
時
代
の
一
定
の
枇
曾
に
お
い
て
有
す
る
賞
際
生
活
上
の
特
殊
的
地
位
に
基
い
て
、
考
察

• 
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き
る
可
き
岨
割
象
正
彼
自
身
ご
の
隠
に
生
す
る
所
の
一
切
の
特
殊
的
個
人
的
関
係
を
能
ふ
限
hJ
捨
象
す
る
こ
ご
に
因

h
J
、
普
遍
妥
嘗
的
概
念
を
構
成
す
る
こ
E
が
、
要
求
さ
れ
る
の
で
ゐ
品
。
そ
し
て
現
貨
の
文
化
科
率
的
認
識
が
か

や
う
な
要
請
を
充
す
限
h
J
に
お
い
て
は
、
文
化
科
事
的
概
念
は
常
識
的
概
念
に
比
し
て
優
れ
た
る
認
識
須
佐
を
具

へ
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
、
文
化
科
準
の
立
場
t
常
識
の
立
場
ど
が
被
然
ご
匝
別
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
斯
(
の
如

〈
、
賞
際
的
興
味
を
中
心
正
し
て
形
成
さ
れ
る
駄
に
お
い

Iτ
は
、
自
然
現
象
に
閲
す
る
常
識
的
概
念
も
文
化
現
象

に
闘
す
る
常
識
的
概
念
も
、

ひ
Z
し
〈
科
準
的
加
工
方
法
に
依
っ
て
精
練
さ
れ
る
こ
ご
を
要
す
る
が
、
自
然
現
象

に
閲
す
る
常
識
的
概
念
は
そ
れ
自
身
文
化
現
象
で
あ
っ
て
自
然
現
象
で
は
無
〈
、
従
つ

τ自
然
科
率
的
認
識
の
謝

象
正
し

τの
意
義
を
も
た
ぬ
仁
反
し
て
、
文
化
現
象
に
闘
す
る
常
識
的
概
念
は
共
れ
自
身
文
化
現
象
で
ゐ
与
、
従

っ
て
其
れ
み
づ
か
ら
文
化
科
率
的
認
識
の
劃
象
た

h
能
ム
ご
同
時
に
、
例
へ
ば
経
済
現
象
叉
は
教
育
現
象
に
闘
す

る
常
識
的
概
念
は
、
経
済
現
象
廿
持
者
又
は
数
育
現
象
其
者
の
掛
象
的
形
成
、
劃
象
的
後
展
に
嚇
到
し
決
定
的
図
索
の

一
化
る
意
義
を
布
す
る
の
で
あ
る
。

文
化
現
象
の
本
質
の
認
識
の
上
仁
文
化
現
象
に
つ

V
て
の
枇
曾
的
歴
史
的
考
へ
方
を
手
が
か

h
正
す
可
き
で
あ

る
こ
の
要
求
は
、
右
の
知
器
文
化
現
象
正
之
に
闘
す
る
常
識
芭
の
闘
聯
に
よ
っ
て
基
礎
づ
り
ら
れ
る
。

A
な
る
文

化
現
象
に
闘
す
る
h
な
る
枇
曾
的
歴
史
的
思
鶴
は
、
第
一
に
は
、

A
の
構
造
及
び
性
放
に
よ
b
何
等
か
の
意
味
に

お
い

τ制
約
さ
れ

τ居
る
も
の

Z
推
測
さ
れ
得
る
。
り
ど
し
A
が
一
定
の
期
間
一
定
の
枇
曾
に
お
い
て
歴
史
的
批

論

車
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曾
的
事
寅
ご
し
て
存
立
し
畿
日
出
し
来
っ
た
場
合
に
、

A
に
関
す
る
悩
識
h
は、

A
が
現
に
一
市
す
ピ
こ
λ
の
構
匙
及

び
性
放
に
謝
し
、
且
つ
A
が
後
者
を
具
有
す
る
現
在
の
朕
践
に
ま
で
俊
民
し
来
っ
た
事
仁
拙
到
し
、
何
等
か
の
程
度

に
お
い
て
内
而
的
調
象
的
関
聯
を
有
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
正
の
推
測
を
立
て
る
こ
ご
が
出
来
る
。
更
に
現
象
の

構
成
の
根
祇
に
遡
っ
て
考
へ
る
ご
き
は
、

一
般
に
文
化
現
象
は
諸
々
の
倶
伯
の
質
現
、
保
存
、
後
展
の
た
め
に
す

る
人
類
4
努
力
ご
の
闘
係
に
お
い
て
・
貨
在
の
佐
川
介
が
馴
ら
れ
る
場
合
に
苦
々
の
意
識
に
上
b
来
る
現
象
で
ゐ
る
以

上
、
文
化
現
象
ゆ
形
成
は
必
然
に
人
類
の
努
力
に
よ
っ
て
制
約
古
れ
る
も
の
で
あ
b
、
従
っ
て
文
化
現
象
の
形
成

其
者
に
つ
い

τの
人
制
酬
の
意
識
に
よ
っ
て
制
約
百
れ
、
さ
る
を
得
な
い
。
し
か
る
に
、
常
識
は
そ
の
一
面
に
お
い
て

質
際
生
活
に
お
り
る
人
類
の
意
識
の
内
容
を
包
容
す
る
も
の
で
あ
る

o
rか
ら
、
或
る
文
化
現
象
仁
閲
し
て
歴
史

的
枇
品
目
的
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
杭
識
的
縦
念
は
、
何
等
か
の
意
味
に
お
レ
て
其
文
化
現
象
の
本
質
を
把
援
す
る
錦

の
手
が
か

h
を
其
裡
に
威
し

τ居
る
で
あ
ら
う
E
の
強
制
叫
が
、

一
般
的
に
妥
蛍
ピ
さ
れ
能
ふ
わ
け
で
あ
る
。
も
正

よ
h
此
深
想
が
如
何
な
る
程
度
に
お
い
て
異
に
遁
中
し
て
ゐ
る
か
言
云
ム
事
は
、
個
々
の
場
合
に
お
り
る
批
判
的

考
察
に
訴
へ
て
判
定
さ
れ
る
外
は
な
い
。

現
象
の
内
容
さ
現
象
の
本
質

現
象

ω本
質
な
る
概
念
が
意
義
ゐ
b
冒
乙
吉
れ
る
場
令
に
は
、
現
象
の
概
念
Z
現
象
の
本
質

ω概
念
ご
は
異
な
る

唱， "・e



概
念
を
意
旅
す
る
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
も
現
象
が
英
俊
現
象
の
本
質
た
る
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
特
に

現
象
の
本
質
な
畠
概
念
を
定
立
す
る
こ

Z
は
.
感
・
問
的
に
は
無
用
の
仕
業
た
る
で
あ
ら
う
。
却
も
現
象
の
本
質
の

概
念
を
構
成
す
る
ニ
ピ
は
、
現
象
に
お
い
I

て
本
質
的
な
る
も
の

E
非
本
質
的
な
る
も
の
ご
が
匝
別
主
れ
能
ム
ご
一
五

ふ
前
提
に
基
い
て
の
み
其
意
義
を
認
め
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
現
象
に
お
い
て
何
仁
闘
し
て
本
質
的
な
る
も
の

t
非

本
質
的
な
る
も
の
ご
が
匝
別
苫
れ
能
ふ
ん
r
t
云
ム
に
.
其
れ
は
何
等
か
現
象
に
ご
っ
て
外
在
的
な
る
所
の
も
の
に

闘
し
て
で
は
な
〈

τ、
現
象

ω包
察
す
品
所
の
も
の
、
卸
も
現
象
の
内
容
に
つ
い
て
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ

ば
.
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
時
間

ω中
に
在
る
こ
正
を
以
て
そ
の
本
質
Z
す
る
が
‘
時
間
そ
の
者
は
現
象
に
つ
い
て
本

質
的
な
る

b
の
で
は
な
い
。

一
方
に
は
、
時
聞
の
本
質
は
斯
〈
の
如
く
現
象
の
成
立
の
た
め
の
制
約
た
る
こ
ご
仁

存
す
る
の
で
あ

b
、
他
方
に
は
、
時
間
の
中
に
在
る
ニ
ご
が
現
象
の
本
質
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
佃
々
の

現
象
が
時
聞
の
中
に
成
b
立
つ
の
は
、
時
間
の
中
の
一
定

ω位
置
じ
お
い
γ

て
で
ゐ
る
が
、
例
へ
ば
A
な
る
現
象
が

A
な
る
現
象
正
し
℃
成
b
立
つ
所
以
は
、
其
れ
が
時
聞
の
中
の

t
な
る
特
定
の
位
貴
を
占
め
る
こ
ど
に
存
す
る
の

で
は
な
い
。

U
し
ろ
A
な
る
現
象
は
其
れ
を
し
て
A
な
る
現
象
た
ら
し
め
る
所
の
内
容
を
具
有
す
る
こ
ご
に
よ
っ

て
の
み
時
間
の
中
の

t
な
る
位
置
に
在
り
能
ふ
の
で
ゐ
る
。
ま
た
例
へ
ば
、
人
聞
の
定
立
す
る
何
等
か
の
目
的
に

役
立
つ
性
質
・
ぜ
も
っ

ε一
再
ふ
・
』
ご
は
、
財
な
る
現
象
山
本
質
に
脱
す
る
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
定
立
す
る
目
的
辛

の
者
は
財
な
る
現
象
の
本
質
に
風
せ
宇
・
且
つ
人
聞
の
定
立
す
る
目
的
に
劃
す
る
侍
存
関
係
そ
の
者
も
亦
則
な
る

文
化
担
保
町
雌
集
作
用
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現
象
の
本
質
に
属
せ
争
、
人
間
の
定
立
す
る
目
的
に
役
立
つ
ぜ
云
ム
物
の
性
質
が
始
め
て
財
な
る
現
象
の
本
質
の

構
成
要
素
た
る
の
で
あ
る
。

か
や
F

フ
に
、
現
象
に
お
い

τ本
質
的
な
る
も
の
は
現
象
の
内
容
に
つ
い
て
求
め
待
ら
れ
る
こ
ご
が
推
知
し
得
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
犯
晶
、
現
象
の
本
質
は
現
象
を
し
て
現
象
ご
し
て
成
り
立
た
し
め
る
所
の
賀
在
的
根

憶
を
保
持
す
る
も
の
た
る
こ
さ
に
基
因
す
る
。

A
な
る
現
象
の
本
質
は
、

必
A
V
や
英
れ
を
し
て
A
な
る
現
象
己

L

τ成
b
立
た
し
め
る
怨
に
必
要
に
し
て
十
分
な
る
根
織
を
成
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
hr
る
根
憶
を
奥
へ

る
所
の
本
質
ご
の
関
係
に
お
い
て
、

A
な
る
現
象
は
A
な
る
現
象
ご
し

τ必
然
に
具
有
す
可
き
内
容
を
現
貨
に
具

有
す
る
や
済
ゃ
を
鑑
別
さ
れ
能
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

A
な
る
現
象
が
異
質
じ
成
立
し
て
ゐ
る
ご
言
、
其

れ
を
し

τ斯
〈
成
立
せ
し
め
る
芭
ニ
ろ
の
根
械
は
、

A
の
内
容
其
者
で
め
る
正
は
言
ひ
得
な
い
げ
れ
ど
、

A
は
そ

の
内
容
を
過
し
て
の
み
斯
か
る
根
協
に
よ
る
支
持
を
受
付
飽
ふ
の
で
あ
る
。

現
象
の
世
界
に
あ
た
へ
ら
れ
る
諸
々
の
現
象
は
、
本
質
的
な
る
内
容
の
み
を
兵
有
し
っ
、
成
立
す
る
ニ
子
笠
得

T
-
恒
に
本
質
的
な
ら

F
る
内
容
を
も
共
有
し
っ
、
成
立
す
る
。
何
故
に
斯
か
る
事
態
が
現
象
の
世
界
に
お
い
て

存
立
す
る
か
Z
云
ム
問
題
を
提
起
す
る
こ
吉
が
意
義
ゐ

h
や
否
や
は
別
諭
芭
し
て
、
経
験
は
斯
か
る
事
態
が
現
象

の
世
界
正
共
に
恒
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
二

F
r示
す
。
例
へ
ば
、
弟
よ
り
も
年
長
で
あ
る
こ
さ
は
兄
の
本
質
に
鳳

す
る
り
れ
Y
』
、
善
良
な
る
兄
で
ゐ
る
こ
ど
は
兄
の
本
質
に
渇
す
る
ご
は
一
百
ひ
得
な

ν。
弟
た
る
個
人
己
正
の
関
係

• 
， "・e



に
お
い
て
兄
た
る
偶
人
甲
は
、
兄
ご
し
て
の
本
質
に
扇
す
る
規
定
以
外
の
諸
々
の
規
定
の
下
に
立
ち
つ
¥
乙
の

兄
記
し
て
人
聞
の
世
界
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
甲
が
乙
に
謝
し
て
善
良
な
る
兄
で
あ
る

ζ
t
又
は
ゐ
ら

g
る
こ

t

は
、
兄
正
し
て
甲
の
具
有
す
ぺ
旨
本
質
的
風
性
で
は
な
い
げ
れ
ど
、
甲
が
乙
の
兄
た
る
所
以
の
も
の

E
事
も
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
、
甲
が
女
性
で
あ
る
・
}
己
は
、
甲
が
乙
の
見
花
る
所
以
の
も
の
己
矛
盾
し
、

従
っ
て
甲
は
斯

hrz局
性
を
具
有
し
っ
、
現
貨
に
存
在
す
る
こ

Z
を
得
な
い
。
郎
も
己

ω兄
た
る
資
格
に
お
い
て

甲
は
兄
ご
し

τ具
有
す
可
き
本
質
的
属
性
芭
矛
盾
す
る
己
・
』
ろ
の
如
何
な
る
属
性
を
も
具
有
し
能
は
向
。

z
h
正

て
、
甲
は
乙
の
兄
Z
し

τ具
有
す
可
き
本
質
的
属
性
己
矛
盾
し
な
い
己
こ
ろ
の
如
何
な
る
属
性
を
で
も
具
有
し
能

ム
E
は
云
ひ
得
な
い
。
甲
が
る
の
兄
で
め
る
芭
云
ふ
事
柄
の
見
地
に
立
っ
て
槻
る
正
吉
、
乙
の
兄
ご
し
て
具
有
す

可
量
本
質
的
風
性
は
甲
の
具
有
す
る
属
性
の
最
小
限
で
あ
る
が
、
斯
か
る
制
約
に
矛
盾
し
な
い
限
り
如
何
な
る
範

固
に
お
い
て
如
何
な
る
風
性
を
甲
が
具
有
す
る
か
は
、
甲
に
闘
し
て
経
験
的
視
察
の
示
す
所
に
し
た
が
っ
て
判
定

す
る
外
は
な
い
。
.
例
へ
ば
、
申
が
日
本
人
で
あ
る
事
貨
が
知
ら
れ
た
E
す
れ
ば
、
問
題
た
る
鳳
性
の
可
能
的
範
囲

は
一
屠
局
限
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
新
か
る
新
た
な
る
事
柄
に
封
勝
す
る
新
し
き
見
地
が
究
々
に
採
捧
苫
れ
る
こ
E

じ
よ
っ
て
、
甲
の
具
有
す
る
属
性
の
可
能
的
範
囲
は
漸
次
に
縮
小
さ
れ
、
究
第
に
そ
の
現
質
的
範
囲
に
接
近
す
る

傾
向
を
示
す
で
あ
ら
う
。

一
般
に
苦
々
に
正
っ
て
知
ら
れ
得
品
調
象
品
、
何
等
か
の
規
定
を
有
す
る
も
の
叉
以
一
定

ω仕
方
で
規
定
さ
れ

論

議
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得
る
も
の
で
ゐ
る
、
而
し
て
掛
象

ω規
定
は
意
味
に
依
つ
て
の
み
可
飽
で
ゐ
る
。
印
ち
謝
象
ご
は
意
味
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
も
の
又
は
規
定
さ
れ
得
る
も
の
を
樹
ム
。
而
し
て
或
る
謝
象

ω規
定
ど
し
て
考
へ
ら
れ
た
意
珠
山
り
統

一
的
復
令
は
そ
の
劃
象
の
内
容
を
成
す
o

前
に
示
し
た
約
束
に
従
へ
ば
、
現
象
は
経
験
的
認
識
に
典
へ
ら
れ
る
針

象
、
す
な
は
も
経
験
的
掛
象
で
あ
る
。
或
る
封
象
の
内
容
が
官
能
を
遇
し
て
知
覚
苫
れ
得
る
事
質
的
意
味
成
分
を

基
盤
正
し
て
成
J
主
つ
場
合
に
は
、
そ
の
謝
象
は
経
験
的
掛
象
、
す
な
は
も
現
象
た
る
性
質
を
み
正
め
ら
れ
る
。

現
象

ω内
答
は
、
経
験
的
事
質
を
基
盤
ぜ

Lτ
存
立
す
る
統
一
的
意
味
に
他
な
ら
?
、
現
象
に
お
い
て
本
質
的

内
容
と
非
本
質
的
内
谷
Z
が
区
別
さ
れ
得
る
ご
云
っ
て
も
、
此
れ
い
ら
の
二
様
の
成
分
は
雑
然
Z
し
て
一
つ
の
容
探

の
中
に
包
括
百
れ
つ
、
共
存
す
る
ご
一
五
っ
た
様
な
も
の
で
は
な
(
、

一
一
者
の
閑
に
は
互
ひ
に
内
面
的
な
る
闘
聯
を

存
し
、
本
質
的
内
容
は
非
本
質
的
内
容
正
の
結
合
に
お
い

τの
み
或
る
現
象
の
内
容
ご
し
て
現
質
的
世
界
に
奥
べ

ら
れ
得
る

L
、
非
本
質
的
内
容
は
本
質
的
内
容
に
附
随
す
る
こ
ご
に
お
い
て
の
み
恰
も
そ
の
現
象
の
特
殊
性
の
成

立
に
多
加
し
得
る
の
で
あ
る
。

現
象
の
内
容
は
現
象

ω規
定
の
綜
合
さ
れ
た
も
の
で
ゐ

h
、
従
っ
て
亦
現
象
の
自
同
性
の
成
b
立
つ
傑
件
を
包

撤
す
る
。
而
し

τ或
る
現
象
は
其
れ
を
し
て
成
り
立
た
し
め
る
放
機
た
る
本
質
に
よ
っ
て
の
み
白
岡
的
存
在
を
保

包
官

有
す
る
。
斯
〈
て
現
象
の
本
質
的
内
容
は
現
象
の
自
同
性

ω存
立
の
基
礎
た
る
に
反
し
、
非
本
質
的
内
察
は
斯
か

る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
1
0

個
々
の
現
象
が
時
間
的
又
は
昼
間
的
位
置
の
猿
化
‘
他
の
現
象
ご
の
相
互
閥

# 乙の事柄は、現象がその自向性を保有Lながら其本質由一部分を揖ピ得る宇
否やの問題を、一義的に決止するものて.はない。
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係
に
お
り
る
艶
化
に
も
拘
ら
争
、
白
岡
的
な
る
も
の
正
し
て
存
立
す
る
事
柄
の
基
礎
を
成
す
ぜ
こ
ろ
の
個
々
の
現

象
の
本
質
的
内
容
は
、
そ
の
非
本
質
的
内
容
に
封
し

τ
一
般
謝
特
殊
の
関
係
に
立
つ
。
而
し

τ如
何
な
る
こ
仰
の

現
象
を
捉
へ
来
る
に
も
せ
よ
、
二
者
が
同
一
の
現
象
一
T
な
い
以
上
、
各
者
は
何
等
か
を
れ
を
し
て
他
者
か
ら
砥
別

苫
れ
待
し
め
る
己
ニ
ゐ
の
非
共
通
的
な
る
も
の
、
特
殊
的
な
る
も
の
を
具
有
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら

の
二
者
を
さ
ま
ん
¥
の
紋
態
又
は
環
境

ω下
仁
比
較
す
る
時
、
そ
れ
ら
の
場
合
を
通
じ
て
常
に
二
者
の
脱
別
の
規

進
-
を
成
す
も
の
は
、
各
者
に
特
有
な
る
本
質
で

L
か
ゐ
b
特
な
い
。
他
面
仁
お
い
て
、
如
何
な
る
二
個
の
現
象
に

着
服
す
る
に
も
せ
よ
、
二
者
が
互
ひ
に
会
〈
無
関
係
な
る
こ
正
は
あ
・
9
得
な
い
。
何
正
な
れ
ば
、
二
者
は
共
に
現

象
た
る
こ
正
に
お
い
て
、
現
象
が
現
象
正
し

τ具
有
す
一
三
σ
本
質
的
内
容
を
必
然
に
提
示
す
る
筈
で
あ
£
か
も
o

を
し
て
相
等
、
類
似
、
相
迫
、
其
他

ω諸
関
係
が
二
者
の
聞
に
槻
取
苫
れ
る
の
は
、
新
か
る
普
遍
的
な
る
も
の
、

媒
介
的
機
能
に
よ
っ

τの
み
可
能
で
あ
る
o

斯
〈
て
、
現
象

ω世
界
に
存
在
す
る
正
こ
ろ
の
如
何
な
る
現
象
も
、

そ
れ
を
し

t
現
象
正
し
て
成
立
し
得
さ
せ
る
一
般
化
的
原
理
ご
し
て
の
現
象
一
般

ω本
質
吉
、
ぞ
れ
を
し
て
個
別

的
又
は
特
殊
的
現
象
正
し

τ成
立
し
得
さ
せ
る
個
別
化
的
又
は
特
殊
化
的
原
理
正
し
て
の
現
象
の
側
別
的
又
は
特

殊
的
木
質
に
想
到
せ
し
め
る
の
で
ゐ
晶
叫
し
か
も
現
象
成
立
の
一
般
化
的
原
理
正
し

τの
現
象
一
般
の
本
質
ピ
、

そ
の
特
殊
化
的
又
は
側
別
化
的
原
理
芭
し
て
の
特
殊
的
又
は
倒
別
的
現
象
の
本
質
芭
は
、
相
互

ω岡
仁
内
面
的
、

必
然
的
関
聯
を
有
す
る
放
に
こ
そ
、
相
互
に
他
に
劃
し
て
一
般
的
た
b
特
殊
的
た
り
又
は
側
別
的
た
る
こ
デ
ぜ
得

る
。
別
言
す
れ
ば
、
現
象

ω
一
般
的
・
特
殊
的
及
び
個
別
的
本
質
は
相
合
し
て
一
の
統
一
的
、
健
系
的
金
慌
を
形

部

就

四

歯

車

文
化
叫
象
の
傑
集
作
用

第
二
・
す
五
巻

一
九
五

鳴革Eにいはゆる現象成立の一般f主的原理主特殊叱的原理との劃立は、論理的見
地昔、らみて現象田内容における一般的者と特殊的者との封立と考へられる所

のものとー致するも白てはない。
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縫

文
化
現
象
白
蝶
集
作
用

第
二
+
宜
容

九
大

第

挽

四

成
す
る
契
機
を
包
蔵
す
る
も
の
で
ゐ

b
、
新
炉
る
法
則
的
意
味
関
聯
の
見
駄
に
立
つ
ど
き
は
、
現
象
の
一
般
的
本

質
も
、
特
殊
的
又
は
個
別
的
本
質
も
、
同
一
の
普
遍
的
本
質
の
俊
展
の
諸
形
相

t
し
て
理
曾
さ
る
べ
〈
、
現
象
成

立
の
一
般
化
的
原
理
も
、
其
特
殊
的
又
は
個
別
化
的
原
理
も
、
同
一
の
普
遍
的
原
理
の
作
用
の
行
は
H

い
る
諸
態
傑

芭
し
て
理
曾
古
る
べ
き
で
あ
る
。

現
象
に
お
い

τ本
質
的
内
容
£
非
本
質
的
内
容
正
を
識
別
す
る
ニ
正
は
、
根
本
に
お
い
て
は
期
か
る
現
象
の
本

質
の
法
則
的
値
系
の
洞
察
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
ゐ
る
。
而
し
て
、
若
し
も
個
命
の
現
象
の
具
有
す
る
一
切
の
内

容
的
成
分
が
新
hr
る
慢
系
の
鬼
地
か
ら
刺
す
所
な
〈
理
解
さ
れ
能
ふ
な
ら
ば
.
現
象
に
お
い
て
本
質
的
内
容
し
が

認
識
3
れ
抱
は
ぬ
で
あ
ら
う
。
斯
か
る
理
解
が
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
か
、
又
は
人
聞
の
認
識
能
力
に
Z
つ

τ

の
み
不
可
飽
で
ゐ
る
か
は
、
別
問
題
ざ
し
て
、
吾
々
は
現
寅
に
は
新
か
る
理
解
の
境
地
か
ら
距
た
る
ニ
ご
甚
し
〈

遣
い
位
置
に
置
か
れ
て
ゐ
る
o

か
や
う
な
事
情
の
存
す
る
理
由
は
、

一
方
に
は
本
質
的
法
則
の
認
識
の
困
難
に
あ

る
し
、
他
方
に
は
現
象
の
吾
々
に
奥
へ
ら
れ
る
俊
件
に
基
〈
。
試
み
に
後
者
の
中
の
主
要
な
る
も
の
の
一
を
あ
げ

る
ご
、
現
象
は
種
々
の
側
面
に
お
い
て
そ
の
性
賦
金
提
示

L
、
吾
々
は
そ
の
各
個
の
側
面
に
お
い
て
の
み
現
象
の

性
放
を
正
確
に
把
捉
す
る
こ
ピ
を
得
る
。
而
し

t
一
の
側
面
か
ら
蹴

τ、
現
象
の
本
質
的
内
容
ピ
認
め
ら
れ
る
意

味
は
、
他
の
側
面
か
ら
親
て
、
必
宇
し
も
現
象
の
本
質
的
内
容
ご
し
て
看
取
さ
れ
る
ご
は
限
ら
ぬ
。
し
か
も
現
象

の
一
万
す
諸
側
面
の
金
慢
を
同
時
に
通
観
す
る
見
識
に
立
っ
こ
Z
に
よ
h
、
現
象
的
会
内
容
を
一
義
的
仁
本
質
的
内

容
正
し
て
認
識
す
る
こ
ど
は
、
吾
舟
の
認
識
能
力
的
到
底
企
及
L
能
は
ず
る
所
で
あ
る
。
(
未
完
)
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